

























































































































































¥¥ 1985.10.4 1986.6.24 茨城・千葉県境地震 房総半島南東沖地震
公立中学校 424校 424校
回収校数 407校; 392校
回 収 率 96.0 % 92.5 % 
想定対象者数 33，920枚 8，480枚
実質有効枚数 26，657枚 7，912枚
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分 布 TYPE 備 若d手




























山の手台地を刻む谷底低地 S s. T. Uの順に沖積層厚が小さい。最上部が粘土層(又
s. T. Uの順に上流部より T は、粘土層扱い)である。特に、 Uは軟粘土層を10m前後
下流部に分布 U も持ち 都内で最も悪い地盤である O
埋没谷底 V 沖積層が35前後分布する O














































越周期 To(=l/fo) と最大応答倍率 (Rmax) と
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なように，地盤の軟弱層厚 (H)はA，C， E， J， 
S， Tで10m以下， B， D， F， G， H， K， L， M， 
N， Uで1O-30m，1， 0， P， Q， R， Vでは30m
以上と厚くなっている。一方，平均 S波速度




は)A， B， C， D， E， J， K， S， Tでは0.3秒以
下 (3.3Hz以上)にピークを有し， F， G， L， U 
では0.3-0.5秒(2 -3.3 Hz)に，また， H， 1， 
M， N， 0， P， Q， R， Vでは0.5秒以上 (2Hz 
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10. 
各地盤型の応答倍率曲線図-80..5 10 5.0 10.0 
(v)地盤型区分 V





軟弱層 卓 越 最大応答 エネルギー
厚 周波数 倍率 密度倍率
地盤型
無平滑 平滑化 無平滑 平滑化
IJMA IJMA IJMA IJMA 
H(m) f o(Hz) R max R en 
A 3.6 3.6 3.0 3.1 8 5.3 7.1 1.4 
B 3.6 3.6 3.2 3.2 23 3.3 5.7 1.7 
C 3.6 3.6 3.2 3.1 6 6.7 6.1 0.9 
D 3.6 3.6 3.1 3.2 15 8.3 6.4 0.8 
E 3.7 3.7 3.3 3.3 5 7.1 4.9 0.7 
F 3.6 3.7 3.2 3.3 11 2.9 7.2 2.5 
G 3.7 3.7 2.9 3.2 23 2.6 5.6 2.1 
H 3.8 3.7 3.2 3.3 25 1.4 7.0 4.9 
3.8 38 1.2 6.7 5.6 
J 3.6 3 9.1 5.9 0.7 
K 3.6 3.6 3.2 3.2 11 3.5 5.7 1.1 
3.5 19 2.5 6.0 2.4 
M 3.6 3.6 3.1 3.2 21 1.4 6.9 4.8 
N 3.6 29 1.8 6.2 3.4 
O 3.7 3.7 3.2 3.2 30 1.2 7.0 5.7 
P 3.9 3.9 3.4 3.4 40 1.0 7.3 7.3 
Q 3.7 3.8 3.1 3.2 46 0.9 7.1 
R 3.8 3.8 3.2 3.2 56 0.8 7.0 8.8 I 
S 3.6 3.6 3.1 3.2 3 7.7 7.0 0.9 I 
T 3.6 3.6 3.2 3.2 7 4.4 8.4 1.9 
U 3.5 3.6 3.1 3.2 1 2.5 8.2 3.3 I 








を示し， A， B， C， D， E， J， K， S， Tで2倍以
下であり， F， G， H， L， M， N， Uで2-5倍，1，







































盤型に対して，ほほ 3区分 (Rens2， 2 < 
Ren三五 5，5 < Ren)に分類され，図ー16(a)にお
























A: N~ 阻 Ave- 3.58 1: N- 0 Ave-0田 Q:N-99 Ave-3.16 
8: N-231 Ave-3.59 J: N- 0 Ave-0叩 R:N・136Ave-3.制
C: N・396Ave-3.58 K: N~ 9 Ave・3.58 S: N・151Ave-3.58 
0: N・128Ave-3.58 L: N- 0 Ave-0叩 T:N・44Ave-3.63 
E: N・101Ave司 3.61 M: N-叫 Ave-3.62 U: N個別 Ave-3.61 
F: N-89 AVe・1曲 N:N・oAve-0叩 V:N- 0 Ave-0叫
G:N-昭 Ave-3.sl 0‘ N -211 A ve-3.14 

































A: N-由 AVC寵 3.08 1: N- 0 Ave~ 0.00 Q: N-田 Ave=3.15 
8: N~231 Ave-3.16 J: N- 0 Ave-0叩 R:N=136 Ave-3.22 
C: N・389Ave胃 3.14 K: N-10 Ave-'3.22 S: N・156Ave-3.i5 
0: N-128 Ave-3.18 L: N- 0 Ave-O.佃 T:N酒 4Ave-3.23 
E、N-l01Ave~ 3.25 M: N・85Ave-3.19 U: N-21 Avo-3.18 
F: N-田 Ave司 3.29 N: N- 0 Ave卑 0.00 V: N- 0 Ave-0田
G: N-42 Ave-3.11 0: N・269Avc= 3.19 
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( a) 1985.10.4茨城・千葉県境地震 ( b) 1986.6.24房総半島南東沖地震
図-13 軟弱層厚と震度の関係




















( a) 1985.10.4茨城・千葉県境地震 ( b) 1986.6.24房総半島南東沖地震
図-14 地盤の卓越周波数と震度の関係
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( a) 1985.10.4茨城・千葉県境地震 (b) 1986.6.24房総半島南東沖地震
図ー15 最大応答倍率と震度の関係
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ており，地盤型区分H，K， 0， Q， Rを除いて非
常に良く対応している。特に，前述したように茨
城県南西部地震における 0，P， Q， R， Vが明瞭
であり，これらの地盤型の地域は表一 2によれば
埋没谷底低地およびその周辺で，非常に厚い軟弱
層が存在している。そして， E， F， S， T， Uが
埋没波食上あるいは台地を刻む谷底低地であり，
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に広がる 1，0， P， Q， R， Vの40m程度および
それ以上の軟弱層厚を持つ埋没谷底低地であり，
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望月他:東京都区部の高密度震度分布調査 21 
影響も考えられる O つまり，茨城県南西部地震は 文献一覧
内陸性の地震であり房総半島沖地震に比べ，やや 太田裕・後藤典俊・大橋ひとみ













































1985 r強震速報 No.30j 1985年12月











Seismic intensity survey (高密度震度調査)， Questionnaire (アンケー ト)， Seismic in-
tensity distribution (震度分布)， Seismic microzoning (サイスミックマイクロゾーニン
グ)， Seismic soiJ response characteristics (地盤震動特性)
